


「嘘」は

「邪悪」ではない

アメリカの精神科医が書いた「平気でうそをつく人たち」が日本でもベストセラーになったのは、私たち

の記憶にまだ新しい。あの中で、「嘘をつく」のは「邪悪な人」と定義されていた。いかにもアメリカ人ら

しい合理主義的な考えだが、はたして「嘘」は本当に邪悪なのだろうか？

この作品に出てくる人々は、住民のたれもが顔見知りという小さな漁村で、日々の幸せを求めながら精一

香 山 リ カ［精神科医／神戸芸術工科大学助教授］ 杯暮らしている。それそれの人物は小さな欠点や過去の過ちを胸に隠しているのだが、だからと言って

彼らが「邪悪」な人々たとはたれにも言い切れないはすだそんな中、少女の殺人事件をきっかけに、素

朴な住人たちは、計らずしもそれぞれが秘める「嘘」に目を向けなければならなくなる。たとえば、ヴィヴィアンヌは、自宅で細々と絵画教室を営む夫のルネを訪問看護の仕事を

しながら支える生活に満足していたはずだった。ところが、疑惑の目にさらされる夫のことを売れっ子作家のデモに相談するうち、自分の中に彼にひかれる気持ちがあったこと

を発見してしまう。自分が自分についていた「嘘」に戸惑いながら、テモとの秘め事をさらなるやさしさで夫に隠そうとするヴィヴィアンヌ・・・。彼女のその振る舞いは、たしかに「愚

か」かもしれないが、決して「邪悪」ではないだろうそうやって人々の小さな「嘘」が重なっていくうち、事態は思わぬ方向に展開していく。その先をここで明かしてしまうのはル

ール違反であるが、私たちは決して合理主義だけでは割り切れない人間の心の複雑さや不思請さに、思わずため息をつくはずだとくに愛情に支えられたルネとヴィヴィアン

ヌの「嘘」の先にある、笑いとも涙とも異なる衝撃的ともいえる到達点には、言葉さえ失ってしまう。「嘘」に対するすべての先入観を捨てて、ますは見てほしい。そんな映画だ。

【もう、誰も信じられない。少女殺人事件が田舎町を「嘘」の迷宮に変える】
ブルターニュの111Tで暮らす画家ルネと看護婦ヴィヴィアンヌの夫婦を悪夢が襲ったルネの絵画教室の生徒である少女が殺害されたのだ女警部ルサージュはルネを執拗に尋問、住人の疑惑の目が彼

に注がれるそんな中人気作家のデモがヴィヴィアンヌに接近してきた 事件以来、外界を避ける夫に悩むヴィヴィアンヌは快活なデモに安らぎを感じ親密な間柄になってしまう そして1員然知った妻の

「嘘」から、彼女の心がデモに傾きつつあることに気付くルネ・・・殺人犯かも知れない夫不貞を慟いたかも知れない妻町が疑心暗鬼に陥った中、第二の殺人が起きる・・・。

【サスベンスの巨匠クロード・シャプロルが観客に仕掛けた最新の罠】
「いとこ同志J「二重の鍵」から近年の「沈黙の女／ロウフィールド館の惨劇」まで第一級のサスベンス映画を発表し続ける巨匠クロード・シャブロル通算51 作目に当たる「嘘の心J

では先の読めないスリリンクなストーリーを従来より抑えた演出で描いて新境地を見せ、 40年を越える監督生活に於いて再び絶頂期を迎えたと賞賛を浴びた見事な演技の四重

賽を奏でる出演者は「沈黙の女～」で鮮烈な印象を残したサンドリーヌ・ポネール、「バリのレストラン」の注目株ジャック・ガンプランに「愛する者よ．列車に乗れ」のヴァレリア・ブル

ーニ＝テデスキと元人気キャスターのアントワーヌ・ドゥ・コーヌまた「鳩の翼J「奇蹟の輝き」のエデュアルド・セラによる青を基調にしたカメラが本作を更に謎めいたものにしている。

［見終わったあと浮かび上がる、もうひとつの謎。あの人は、ほんとうに…】
括題作「アイズ・ワイド・シャット」「M/OTHER」が取り上げた様

に、誰もが“一番身近な人ほど解らない”と感じたことがあるの

ではないだろうか一緒に居ても、いや一緒だから見えなかっ

た相手の意外な面が発露する驚きと不安、それらを増幅する「

嘘」・・・ 「嘘の心」はそんな感覚が極上のサスベンスに織り込

まれた男と女のドラマでもある。「嘘」は二人を試し強くするのか

夫婦の、愛の再生はあるのか本作はすべての謎が明らか

になった後驚愕の結末ともうひとつの謎を見る者に残すそ

こに描かれるある“行動”は男女の関係の不可思I員をまざまざ

と見せつけるこの男と女の感情こそ、真犯人の解明よりも見

る者を引きつけすにはおかない“永遠の謎”かも知れない
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ヴァレリア・フルーニ＝テデスキ アントワーヌ・ドゥ・コーヌ ピュル・オジェ

監督：クロード・シャプロル 鱒本・台関：オディル・パルスキ＋クロード・シャブロル

撮影：エテュアルド・セラ 編纂：モニク・ファルデュリス 奮楽：マチュー・シャプロ

ル 製作：マラン・カルミッツ 1999年フランス／9 時間53分／

` カラー／ヴィスタ (1 :1.66）／ドルピー SRO／配給：セテラ §性q.:

一9月 16日（土）より（g/2，金）多）21:00{~22:55) 1 回上饒※日曜休映

一9月30日（土）より(1%®茎）連日あさ10:00{~11:55) 1 回上観
•「クリクリのいた夏」前売券・半券をご提示の方は、 1,500円に割引いたします。更にご提示の方でご希望の方のみ「嘘の心」モノクローム・キャビネを差し上げます。（限定50名）
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